
４
０
０
円
で
は
、
景
気
回
復
に
逆
行

　

人
事
院
勧
告
は
、
初
任
給
で
１
５

０
０
円
、
若
年
層
以
外
は
４
０
０
円

と
い
う
改
定
額
を
示
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
で
は
公
務
員
の
生
活
改
善

ど
こ
ろ
か
、
地
域
経
済
の
再
生
に
も

結
び
つ
か
な
い
低
水
準
で
す
。

　

ま
た
、
一
時
金
の
増
額
分
の
勤
勉

手
当
の
配
分
で
、
再
任
用
職
員
へ
の

勤
務
実
績
の
新
た
な
反
映
と
と
も
に

「
成
果
主
義
」
を
い
っ
そ
う
強
め
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
人
事
院
は
、
昨
年
較
差
の

８
割
を
地
域
手
当
に
配
分
し
霞
ヶ
関

の
職
員
を
優
遇
し
た
の
に
続
き
、
今

年
も
３
割
を
霞
ヶ
関
職
員
だ
け
を
対

象
と
す
る
本
府
省
業
務
調
整
手
当
引

き
上
げ
に
充
て
て
い
ま
す
。

配
偶
者
手
当
削
減
に
言
及

　

配
偶
者
手
当
に
つ
い
て
は
、
手
当

額
を
半
減
す
る
一
方
で
、
そ
れ
を
原

資
に
子
に
か
か
る
手
当
額
の
増
額
と

激
変
緩
和
措
置
を
来
年
度
か
ら
実
施

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

配
偶
者
手
当
の
削
減
は
、
職
員
の

生
活
実
態
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
見

て
も
不
当
な
も
の
で
す
。
昨
年
の
勧

告
で
は
民
間
の
実
態
か
ら
見
て
「
見

直
す
状
況
に
な
い
」
と
し
て
い
た
も

の
を
突
如
、政
府
の
要
請
を
受
け
「
民

間
企
業
及
び
公
務
に
お
け
る
状
況
の

変
化
」
を
理
由
に
勧
告
す
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

自
治
労
連
は
全
国
の
公
務
職
場
に

呼
び
か
け
、
短
期
間
に
団
体
署
名
を

集
約
し
、
配
偶
者
手
当
全
廃
反
対
の

声
を
集
中
し
た
結
果
と
し
て
扶
養

手
当
全
体
の
原
資
を
確
保
し
た
こ
と

は
、
一
定
の
成
果
と
い
え
ま
す
。

　

か
ね
て
か
ら
財
界
は
、賃
金
を
「
生

活
給
」
か
ら
「
成
果
給
」
へ
と
転
換

す
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
財
界

の
意
向
に
沿
っ
た
賃
金
制
度
改
悪
を

た
た
か
う
こ
と
が
秋
季
年
末
闘
争
で

は
重
要
で
す
。

　

中
央
最
低
賃
金
審
査

会
が
７
月
末
に
16
年

度
最
賃
の
24
円
の
引
き

上
げ
目
安
を
決
め
ま
し

た
。い
ま
全
国
平
均
は

７
９
８
円
（
福
岡
７
４
３
円
）
で
す

が
、目
安
の
金
額
は
政
府
の
「
３
％

の
努
力
」
を
鵜
呑
み
に
し
た
だ
け

で
、毎
年
３
％
引
き
上
げ
て
も
時
給

１
０
０
０
円
に
は
23
年
ま
で
か
か
り

ま
す
◆
大
企
業
だ
け
が
潤
う
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
で
は
な
く
、生
活
も
雇
用
も
税

収
に
も
好
循
環
を
及
ぼ
す
、最
低
賃

金
の
大
幅
引
上
げ
が
急
務
で
す
。中

小
企
業
へ
の
支
援
を
増
や
し
直
ち
に

誰
で
も
時
給
１
０
０
０
円
に（
赤
子
）

成
果
主
義
強
化

成
果
主
義
強
化
でで        

生生
活
改
活
改
善善
にに
はは
ほほ
どど
遠遠
いい

16人
勧

２０１６人事院勧告骨子

〇給与勧告のポイント
月例給・一時金引き上げ
①民間給与との較差（0.17％）を埋めるため、
俸給表の水準を引き上げるとともに、給与
制度の総合的見直しにおける本府省業務調
整手当の手当額を引き上げ
②一時金を引き上げ（0.1月分）、民間の支
給状況を踏まえ勤勉手当に配分
給与制度の改正
①給与制度の総合的見直しについて、本府
省業務手当の手当額を引き上げ
②配偶者に係る手当額を他の扶養親族と同
額とし、子にかかる手当額を引き上げ
③専門スタッフ職俸給表に４級を新設

育児休業法改正の意見の申し出及び
勤務時間法改正の勧告骨子

民間労働法の改正内容に即した見直し

①介護休暇の分割（３回まで可能）
②介護時間の新設（最長連続３年、１日２
時間まで）
③育児休業等に係る子の範囲の拡大（特別
養子縁組の監護期間中の子等を追加）

扶養手当見直しのポイント

　配偶者に係る手当額を他の扶養親族と同
額まで減額。それにより生じる原資を用い
て子にかかる手当額を引き上げ（配偶者及
び父母等6,500 円、子 10,000 円）
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市
職
労
本
部
役
員
選
挙
が
行
わ

れ
、
２
０
１
７
年
度
の
執
行
部
役

員
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

今
各
職
場
で
は
人
員
、
時
間
外

の
削
減
が
行
わ
れ
、
仕
事
量
が
増

え
休
み
も
取
り
づ
ら
い
状
況
と
な

り
、
メ
ン
タ
ル
に
な
る
職
員
も
増

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
務
労
働

者
の
賃
下
げ
や
、
臨
時
職
員
・
嘱

託
員
の
賃
金
労
働
条
件
改
善
な
ど

私
た
ち
の
ま
わ
り
で
は
色
々
な
問

題
が
起
き
て
い
ま
す
。
そ
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
市
職
労
で
は
当

局
と
粘
り
強
く
交
渉
を
行
い
、
改

善
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
、

職
員
の
み
な

さ
ん
、
賃
金

労
働
条
件
の

改
善
や
職
場

の
安
全
衛
生

の
確
保
な
ど

を
、
全
力
で
今
年
も
取
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

下
段
は
各
任
命
権
者
の
安
全
衛

生
委
員
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。

 

●
中
央
労
働
安
全
衛
生
委
員
会

前
田
一
樹
（
小
倉
北
区
保
護
第
一

課
）
中
尾
栄
次
（
建
築
都
市
局
住

宅
整
備
課
）高
橋
啓
二（
筒
井
小
）

●
本
庁　

中
尾
栄
次
、
堀
口
基
規

●
門
司
区　

田
中
健
二
、
門
井
妙

●
小
倉
北
区　

西
坂
隆
治
、
堀
内

美
佳
、
向
江
健
太
郎

●
小
倉
南
区　

早
田
幸
二
、
唐
野

昭
彦
、
内
村
政
彦
、
柿
本
美
保

●
若
松
区　

三
浦
真
也
、
田
原
裕

子
、
安
部
由
紀
子

●
八
幡
東
区　

宇
川
誠
二
、
上
田

毅
、
鈴
木
玲
雄
、
青
木
美
穂

●
八
幡
西
区　

本
松
潔
、
真
島
裕

子
、
工
藤
深
雪

●
戸
畑
区　

上
田
秀
子
、
榎
田
由

利
江
、
松
鳥
み
ゆ
き

●
港
湾
空
港
局　

中
村
智
子

●
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

諸
冨
真
理

●
ウ
ェ
ル
と
ば
た　

中
村
知
英　

竹
田
百
合
子

●
上
下
水
道
局　

藤
原
雄
二
、
加

藤
秀
則
、
川
野
年
康
、
出
口
誠

●
教
育
委
員
会　

永
倉
久
恵
、
村

上
剛

●
環
境
局　

茂
岡
正
樹
、
久
家
智

文●
病
院
局　

西
川
良
幸
、
浅
田
め

ぐ
み
、
松
田
ユ
リ
、
磨
田
か
お
る

　

１
９
４
５
年
８
月
６
日
と
９
日
、

米
軍
が
投
下
し
た
２
発
の
原
子
爆

弾
は
、
一
瞬
に
広
島
・
長
崎
を
壊

滅
さ
せ
、
数
十
万
の
人
々
を
無
差

別
に
殺
傷
し
ま
し
た
。
70
年
が
過

ぎ
た
今
も
被
爆
者
た
ち
を
苦
し
め

て
い
ま
す
。

　

今
年
も
平
和
を
願
い
、

「
国
民
平
和
大
行
進
」
と

「
反
核
平
和
マ
ラ
ソ
ン
」

が
取
り
組
ま
れ
、
市
職

労
も
参
加
し
ま
し
た
。

９
日
に
は
、
長
崎
で
の

原
水
禁
世
界
大
会
に
参

加
し
ま
し
た
。

新
た
な
国
際
署
名
を    

　
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ

キ
の
被
爆
者
が
訴
え
る

核
兵
器
廃
絶
国
際
署
名
」
運
動
が

始
ま
り
ま
し
た
。
日
本
、
韓
国
、

北
米
、
ブ
ラ
ジ
ル
等
の
被
爆
者
が

世
界
に
呼
び
か
け
た
も
の
で
す
。

　

新
し
い
国
際
署
名
は
、
す
み
や

か
な
核
兵
器
廃
絶
を
願
い
、「
核

兵
器
を
禁
止
し
廃
絶
す
る
条
約
を

結
ぶ
こ
と
を
す
べ
て
の
国
に
求
め

ま
す
」
と
い
う
被
爆
者
の
訴
え
へ

の
賛
同
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

被
爆
者
の
平
均
年
齢
は
す
で
に

80
歳
を
超
え
て
い
ま
す
。「
後
世
の

人
び
と
が
生
き
地
獄
を
体
験
し
な

い
よ
う
に
、
生
き
て
い
る
間

に
何
と
し
て
も
核
兵
器
の
な

い
世
界
を
実
現
し
た
い
」
と

い
う
の
が
、
被
爆
者
の
切
な

る
願
い
で
す
。

　

核
保
有
国
は
依
然
と
し
て

「
核
抑
止
力
」
論
に
し
が
み

つ
い
て
い
ま
す
。
新
し
い
国

際
署
名
は
、
核
保
有
国
に
迫

る
世
論
を
発
展
さ
せ
て
い
く

う
え
で
大
き
な
力
を
発
揮
す

る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

な
た
と
あ
な
た
の
家
族
、
す
べ
て

の
人
び
と
を
絶
対
に
被
爆
者
に
し

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
署

名
が
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
何

億
と
い
う
世
界
の
世
論
と
な
っ
て
、

国
際
政
治
を
動
か
し
ま
す
。

反核平和マラソン

反核平和・憲法守れの声を大きく

ヒバクシャ国際署名へご協力をヒバクシャ国際署名へご協力を

２０１７年度本部役員任務分担表

組織

統括

賃金

労安衛生

教宣

自治研

平和

嘱託

一般評議会

現業評議会  

病院評議会

水道評議会  

新
し
い
体
制
で
が
ん
ば
り
ま
す
！

　
　

職
場
の
声
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。



　

今
月
は
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下

さ
れ
た
８
月
９
日
、
勝
山
橋
で
行

い
ま
し
た
。
原
爆
投
下
か
ら
71
年

目
、
あ
の
日
の
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ

サ
キ
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思

い
な
が
ら
署
名
を
呼
び
か
け
ま
し

た
◆
夏
休
み
な
の
で
子
ど
も
か
ら

若
い
人
達
な
ど
の
往
来
が
多
く
、

自
転
車
を
と
め
て
署
名
を
し
て
く

れ
る
若
者
や
親
子
連
れ
の
方
に
協

力
し
て
い
た
だ
き
22
筆
集
ま
り
ま

し
た
。
今
年
４
月
よ
り
新
た
に
取

り
組
ま
れ
た
署
名
は
、
被
爆
者
の

方
々
の
思
い
、「
ふ
た
た
び
被
爆
者

を
つ
く
る
な
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。

◆
女
性
部
は
こ
れ
か
ら
も
被
爆
者

の
方
の
願
い
に
寄
り
添
い
あ
き
ら

め
ず
に
核
兵
器
廃
絶
を
目
指
し
て

署
名
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

全
国
自
治
体
軟
式
野
球

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
大
会

が
、
９
月
22
日
（
木
・
祝
）

９
時
か
ら
、
唐
津
市
野
球

場
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
職
員
の
み
な

さ
ん
に
選
手
募
集
を
呼
び

か
け
ま
す
。

　

現
在
、
甲
子
園
で
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
高
校
生
に
負
け
ず

あ
な
た
も
汗
を
流
し
ま

せ
ん
か
。

　

唐
津
市
労
連
、
長
崎

市
従
組
、
福
岡
コ
ロ

ニ
ー
、
北
九
市
職
労
の

４
チ
ー
ム
で
、
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
式
で
行
わ
れ
ま

す
。
今
年
こ
そ
優
勝
を

目
指
し
ま
す
。

　

優
勝
チ
ー
ム
は
全
国

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

催
し
も
の
情
報

　

７
月
30
日
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
＆

Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ａ
Ｎ
塾
第
３
期
開
講
講
座

が
42
人
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
金
直
洙
（
韓
国

非
正
規
労
働
セ
ン
タ
ー
）さ
ん
が
、

非
正
規
雇
用
の
増
大
で
格
差
が
拡

大
す
る
日
韓
の
情
況
に
つ
い
て
説

明
。「
間
接
雇
用
」
非
正
規
の
拡

大
で
低
処
遇
・
不
安
定
雇
用
の
非

正
規
労
働
者
が
増
大
し
、
莫
大
な

権
力
を
持
つ
財
閥
企
業
・
政
府
機

関
な
ど
に
よ
る
企
業
の
強
権
的
な

指
揮
命
令
が
押
付
け
ら
れ
「
ブ

ラ
ッ
ク
な
働
か
せ
方
」「
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
」
が
横
行
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
中
で
韓
国
で
は
労
災
死
亡

者
が
毎
年
２
４
０
０
人
と
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
中
で
１
位
と
劣
悪
な
情
況
を
報

告
し
、
連
帯
し
た
運
動
の
強
化
を

訴
え
ま
し
た
。

元
気
に
な
れ
る

　
　
　
　

職
場
づ
く
り
を

　

第
２
部
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ａ
Ｎ
塾
第
３
期

開
講
講
座
で
は
、「
労
働
組
合
が

労
働
安
全
衛
生
活
動
に
取
り
組
む

意
義
」
に
つ
い
て
堀
谷
昌
彦
（
化

学
一
般
労
働
組
合
連
合
顧
問
）
さ

ん
が
詳
し
く
講
義
。「
健
康
に
自

宅
を
出
て
、健
康
に
自
宅
に
帰
る
」

が
当
た
り
前
の
職
場
環
境
を
つ
く

り
健
康
維
持
と
増
進
は
、
事
業
主

の
責
務
で
す
。
し
か
し
、
待
っ
て

い
て
も
良
く
な
ら
な
い
、
快
適
職

場
づ
く
り
の
た
め
の
最
強
の
ツ
ー

ル
、
労
基
法
・
労
安
法
は
、
ア
ル

バ
イ
ト
ま
で
含
め
た
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
、
労

働
組
合
の
活
動
な
し
に
安
全
は
守

ら
れ
な
い
と
講
演
。
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ａ
Ｎ

塾
か
ら
塾
生
へ
の
抱
負
が
語
ら
れ

ま
し
た
。

―
８
月
―岡

山
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

島
根
県

生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー

―
９
月
―

京
都

北
九
州
労
健
連
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
・
第
３
期
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ａ
Ｎ
塾
開
講

「
労
働
災
害
を
予
防
し
て
こ
そ
」

労
働
組
合
の
活
動
な
し
に
安
全
衛
生
い
の
ち
と
健
康
は
守
れ
な
い

野球大会

第143回市職労定期大会
日時　９月２５日（日）
　　　９時 受付　９時半 開会
場所　生涯学習総合センター

代議員の皆さんの参加をお願いい
たします。

昨
年
の
野
球
大
会

第3期ＲＯＵＡＮ塾の受講生のみなさん

労

選手募集



　

北
九
市
職
労
退
職
者
の
会
（
親

和
会
）
の
第
24
回
定
期
総
会
が
７

月
23
日
リ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ
ル
（
小

倉
北
）
で
沢
山
の
会
員
が
参
加
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
親
和
会
と

は
、「
市
職
労
の
組
合
員
と
し
て

市
役
所
を
退
職
し
会
員
相
互
の
親

睦
と
交
流
を
深
め
、
市
職
労
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
」
を
目
的
に

05
年
に
再
建
さ
れ
11
年
目
に
な
り

ま
す
◆
総
会
で
は
、
市
職
労
を
強

化
す
る
た
め
に
『
門
司
で
は
Ｏ
Ｂ

が
中
心
と
な
っ
て
「
ひ
ろ
ば
復
刻

版
」
を
作
成
し
毎
月
１
回
区
役
所

で
門
立
ち
配
付
し
て
組

合
員
を
元
気
づ
け
て
い

る
』
と
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
来
年
１

月
に
市
会
議
員
選
挙
が
あ
り
ま
す

が
、
親
和
会
会
員
で
も
あ
る
大
石

議
員
（
小
倉
北
）
が
４
回
目
の
当

選
目
指
し
て
立
候
補
を
予
定
し
て

お
り
親
和
会
と
し
て
任
意
で
カ
ン

パ
や
活
動
な
ど
を
取
り
組
み
た
い

と
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
◆
親
和

会
の
会
員
は
年
金
生
活
で
お
金
は

な
い
し
、
力
（
健
康
）
も
だ
ん
だ

ん
無
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
時

間
と
知
恵
だ
け
は
ま
だ
ま
だ
あ
り

ま
す
。
市
職
労
の
強
化
・
発
展
の

た
め
に
協
力
を
惜
し
ま
な
い
で
活

動
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

ケッちケッちゃんのんの

奥はご覧のとおり以前と変わら
ぬ佇まい。仕切り方は賛否あれ
ど行ってみてのお楽しみ。
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　川底温泉
　「蛍泉荘」

文
化
ガ
イ
ド

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の

　

今
夏
、
玖
珠
の
川
底
温
泉
が
再

開
と
の
報
せ
を
小
耳
に
挟
み
、Ｓ
師

と
と
も
に
出
か
け
て
き
ま
し
た
。

　

Ｓ
師
チ
ョ
イ
ス
の
80
年
代
歌
謡

の
お
か
げ
で
、ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ

タ
ー
ボ
が
ツ
イ
ン
カ
ム
タ
ー
ボ
に

な
っ
た
気
分
で
快
走
快
走
。

　

赤
川
荘
と
筋
湯
と
ハ
シ
ゴ
し
て

現
地
に
到
着
。
架
け
替
え
ら
れ
た

橋
を
渡
り
、
建
て
替
わ
っ
た
浴
場

棟
へ
。
そ
の
玄
関
先
に
は
プ
レ
ハ

ブ
小
屋
が
。
受
付
係
の
方
が
お
る

と
思
う
た
ら
サ
ッ
シ
の
奥
に
自
動

発
券
機
。

　

な
ー
ん
か
無
人
か
と
Ｓ
師
が

サ
ッ
シ
に
手
を
掛
け
よ
う
と
し
た

そ
の
瞬
間
、い
き
な
り
人
が
出
て
き

て
驚
い
た
。よ
く
見
れ
ば
妙
齢
の
可

愛
ら
し
い
女
性
。こ
こ
の
石
組
み
の

湯
船（
安
政
年
間
製
）く
ら
い
年
季

の
入
っ
た
ば
ば
さ
ん
や
っ
た
ら
、お

い
さ
ん
二
人
は
下
の
川
に
転
げ
落

ち
と
っ
た
か
も
し
れ
ん
。

　

玄
関
に
は
新
装
開
店
の
蘭
の

花
。男
女
別
に
な
っ
た
脱
衣
所
。移

設
さ
れ
た
以
前
か
ら
の
欄
間
や
柱
。

　

さ
て
年
季
の
入
っ
た
石
組
み

の
湯
船
は
ど
う
な
っ
た
で
し
ょ
う

か
。浴
場
は
ジ
グ
ザ
グ
に
仕
切
ら

れ
て
い
た
も
の
の
、三
段
の
湯
船
自

体
に
は
手
は
付
け
て
お
ら
ず
一
安

心
。奥
か
ら
高
中
低
と
自
然
な
流

れ
で
湯
加
減
を
調
整
す
る
の
は
以

前
の
ま
ま
。

　

そ
し
て
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は

洗
い
場
。小
洒
落
た
旅
館
の
よ
う

な
設
備
に
。お
か
げ
で
、
こ
こ
の
売

り
で
も
あ
る
澄
ん
だ
自
噴
泉
を
女

性
も
気
兼
ね
な
く
楽
し
め
る
よ
う

に
な
っ
と
り
ま
す
。

新
装
開
店
の
川
底
温
泉
、料
金
据
置
の
５
０
０
円
で

　
　
　
　
　
　

女
性
で
も
安
心
し
て
浸
か
れ
る
温
泉
に

　

リ
オ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
寝
不

足
気
味
の
８
月
。
暑
い
日
本
か
ら
、

地
球
の
裏
側
で
熱
く
闘
う
選
手
に

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
ょ
う
！
何
か

と
問
題
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
盛

り
上
が
る
地
元
の
意
気
も
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。

　

さ
て
、
４
年
後
の
東
京
は
？

＊
イ
チ
オ
シ
・
シ
ネ
マ
＊

　

続
々
夏
休
み
娯
楽
映
画
が
封
切

ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
邦
画
洋
画

と
も
ア
ニ
メ
が
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
「
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
」

が
内
容
的
に
も
ス
ゴ
イ
ら
し
い
。

た
だ
し
膨
大
な
セ
リ
フ
の
量
で
賛

否
両
論
。
確
か
め
に
行
こ
う
か

な
？

　

さ
て
、
私
が
ご
贔
屓
の
昭
和
館
。

目
下
、
昭
和
館
１
で
、
見
逃
し
た

「
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
神
々
の
山
」
が
上

映
中
。
先
日
、
平
山
監
督
の
話
も

聞
い
て
興
味
津
々
！
併
映
の
「
海

よ
り
も
ま
だ
深
く
」
は
も
う
一
度

観
た
い
。
全
く
違
う
役
ど
こ
ろ
を

阿
部
寛
が
熱
演
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
館
２
で
は
、
20
日
か
ら

今
年
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
主
演
と
助

演
の
女
優
賞
を
受
賞
し
た
２
本
、

「
ル
ー
ム
」と
「
リ
リ
ー
の
す
べ
て
」

が
始
ま
り
ま
す
。
さ
す
が
の
演
技

を
ス
ク
リ
ー
ン
で
観
ま
し
ょ
う
。

　

で
、
今
月
の
イ
チ
オ
シ
は
、
９

月
３
日
か
ら
小
倉
コ
ロ
ナ
ワ
ー
ル

ド
で
上
映
さ
れ
る
「
ト
ラ
ン
ボ

　

ハ
リ
ウ
ッ
ド
に
最
も
嫌
わ
れ
た

男
」
に
。
赤
狩
り
で
仕
事
を
奪

わ
れ
、
偽
名
で
執
筆
し
た
（
あ
の

「
ロ
ー
マ
の
休
日
」
も
）
名
脚
本
家

の
波
乱
万
丈
の
人
生
。
映
画
フ
ァ

ン
必
見
！
じ
ゃ
な
い
人
も
ぜ
ひ
！

＊
映
画
サ
ー
ク
ル
情
報
＊

　

８
月
は
14
年
の
ド
イ
ツ
映
画

「
顔
の
な
い
ヒ
ト
ラ
ー
た
ち
」
。

63
年
、
ド
イ
ツ
人
が
ド
イ
ツ
自

身
を
裁
き
、
歴
史
認
識
を
変
え

た
と
い
わ
れ
る
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
・
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
裁
判
」

開
廷
。
そ
こ

に
至
る
ま

で
、
真
実
を

求
め
て
奔
走

す
る
若
き
検

事
の
姿
を
追

う
ヒ
ュ
ー
マ

ン
・
ド
ラ
マ

で
す
。
反
戦

の
夏
に
ぴ
っ
た
り
の
一
本
！

親和会親和会
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